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＜連絡事項＞
・安ヶ平Ｄｒの患者様の外出泊申請は病棟スタッフが代理決裁してください。(ＩＤとパスワードは後日連絡します)

・受け持ちスタッフの11月分の退院支援委員会の用紙を印刷して退院支援委員会会議記録のファイルに入れてください。
・Ｂユニットの乾燥機１台修理へ出しています。

・五戸町でインフルエンザが発生しています。出勤、退勤時の手洗い、含漱を忘れず、マスクをするようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・浅坂　政美様～金曜日買い物でしたが、青陽館の体験利用で不在のため月曜日で統一してください。
・菅井　浩子様～自己服薬管理、明日分から１週間分となっています。

・船田　泰子様の家族が入院証明書をもらいに来院しています。明日フェントステープを持ってくる予定です。他科受診連絡票を忘れずに提出してください。
＜田名部Ｄｒ.診察情報＞

・若松　澄子様～診察室に入ると「火曜日」「12/19」と断片的に話しています。食事の話をすると「喉に引っかかる」「歯がないの」と話すため詰まらせないよう注意するよう説明されています。
・中村　美奈子様～外泊訓練は疲れたが良かったと話し、料理中調理酒をみても何とも思わないと、断酒にも自信が持ててきていると。夫様が断酒しないことや話あっても夫様が「自分が悪いんだろう」と言い話し合いにならないことなど不満を話しています。退院後はあおぞらクリニックへ通院するため紹介状の作成と、三沢病院へ採血結果を渡したいとの事で作成依頼しています。同内容で7日分処方となっています。また、午後より夫様来院され、家族勉強会行っています。12/23　11時から12/24　14時まで外泊予定となり、申請しています。
・泉川　ケイ子様～手提げ袋やファイルなど作成したものを見せている。気持ち的には落ち着いていると話すが、面会が来ても合わせてくれないと妄想発言は聞かれています。ボルタレン坐剤を使い過ぎない様注意されています。眠気が強い事があると訴えあるがエチゾラムは継続で7日分処方となっています。
・成田　賀枝様～調子はまあまあだが、汗が出ることや便秘に困っていること話しています。面会時、今後について話したか問うと「便秘等不調があっても家族では見れないと言われた」と。退院して内科病院で診てもらうと話すため、希死念慮がなくなるまでは入院するよう伝えられています。臨時薬モサプリド2×朝･夕から3×毎食後、センナリド１×就床前となっています。
・石井　幸子様～診察室に入ると「今日退院させていただきます。」と話し始めています。退院はデイケアへの体験利用を行い、デイケアに慣れてから家族と相談して進めていくよう説明されるが意欲的でない様子見られています。処方は同内容で継続となっています。
・高橋　伸治様～調子は良く幻聴もないと訴えています。睡眠もとれて、作業中たまにぼんやりすることがあるとの事。歩行時バランスが崩れる感覚がある為注意して歩行するよう伝えられています。
・杉澤　恵子様～整形受診した事や買い物に行ったことなどを穏やかに話しています。就床前薬服薬後よりふらつき強いため来週の定期処方検討していく事としています。臨時薬は同内容にて7日分処方となっています。整形受診では亜脱臼との診断のため、運動をすすめていきます。

・高橋　義明様～幻聴は政治のことが聞こえてくるが、減ってきていると話しています。また作業では仏教の本を読み、「楽しくいる」という心の持ち方を学んだと話しています。臨時薬は同内容にて7日分処方となっています。
＜皮膚科診察情報＞

・夏坂　浩美様～尾骨部は発赤と痂皮形成あり。軟膏がデルモゾールDP軟膏へ変更となっています。
・浅坂　政美様～顔面と両下腿の皮疹消失しており掻痒感の訴えもないため治癒の診断となっています。
・若松　澄子様～右第1趾に鶏眼あり切除しています。患部特変なく同処置継続の指示となっています。
・松谷　さと子様～右前腕に掻痒感あり創痕見られているが同処置継続、右下腿は治癒となっています。
・大上　なみ様～足が痛くなる時があるが、薬を塗ると良くなると話しています。軟膏塗布を継続するよう説明受けると了承しています。
・阿部　文香様～両趾間は発赤・落屑なく治癒の診断となっています。両手から指に発赤・落屑見られ手湿疹の診断となり、デルモゾールDP軟膏塗布の指示となっています。
※出河攻様、坂本のりこ様、沼端恵子様、佐々木睦子様～軟膏処方となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～プログラム参加していますが、眠気が強く、生理のため腹痛訴えています。妄想に左右された発言はありません。
・松川　順子様～昨夕後、泡沫状の嘔吐ありましたが、本日は嘔気や嘔吐はありません。プログラム参加でき、体調不調の訴えありません。入浴はＡユニットで対応していくようにして下さい。
・下川戸　長司様～作業は参加していますが、午後の活動は不参加しています。血圧高値なく、気分も「昨日よりだいぶ良いです」と話しています。倦怠感や眩暈などはありません。妻の１周忌があることについて考え込んでいることを話しています。
・夏坂　浩美様～幻聴の訴えはありませんが、11:30頃一時的に叫んでいることがあり、表情の硬さも見られています。入浴は拒否ありませんが、おやつを待てずにいます。
・杉澤　恵子様～私物の赤い眼鏡をなくしたと言い、捜索していますが見つからず、大声を出し、不機嫌となっています。
・大久保　すい様～明日より治験薬(ジプラシドン)開始となっています。瓶コーヒーに対して被毒妄想があり、服薬状況の観察をしていきましょう。
